
 

平成 28年度 全国学力・学習状況調査の結果 

 
 

 

調査実施日   平成２８年４月１９日（火） 
 

実施学年及び各教科平均正答率（％） 

 小学校（第６学年） 中学校（第３学年） 

 国語Ａ 

(知識) 

国語Ｂ 

(活用) 

算数Ａ 

(知識) 

算数Ｂ 

(活用) 

国語Ａ 

(知識) 

国語Ｂ 

(活用) 

数学Ａ 

(知識) 

数学Ｂ 

(活用) 

福生市 69.8 55.4 75.2 44.2 74.9 65.8 58.8 39.9 

東京都（公立） 73.8 59.8 79.4 49.8 76.9 68.6 63.5 45.6 

全国（公立） 72.9 57.8 77.6 47.2 75.6 66.5 62.2 44.1 

 

平均正答率（全国平均との差）の推移 ■：Ｈ21 ■：Ｈ25 ■：Ｈ26 ■：Ｈ27 ■：Ｈ28  

 【小学校】 

 

 

 

 

 
 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆平成 27 年度東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」（前年度同学年が実施）との

平均正答率の比較（東京都平均との差） 

  

 

  

平均正答率で見る学力の現状 
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※ H22及び H24は抽出校調査。H23 は東日本大震災により中止 
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小学校国語 小学校算数 中学校国語 中学校数学

H27東京都調査（教科に関する問題） H27東京都調査（読み解く力に関する問題）

H28全国学力調査（Ａ問題） H28全国学力調査（Ｂ問題）

福生市教育委員会 

平成２８年１１月 

○ 全体的にＢ問題（主として「活用」に関する問題）に改善傾向が見られた。 

→ 児童・生徒に表現させる指導の充実が図られた成果 

昨年度の東京都学力調査の結果と今年度の全国学力調査を比較すると、小学校において東京都平

均との差が小さくなっている。 → 課題改善に向けた取組の成果 
 
 

H27 H27 H27 H27 H28 H28 H28 H28 

【資料Ⅳ】 
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各教科の調査結果詳細 

【Ａ問題（主として「知識」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

国語への関心・意欲・態度 0    

話す・聞く能力 1 76.2 81.6 79.2 

書く能力 2 68.5 77.2 72.8 

読む能力 2 77.1 79.9 78.5 

言語についての知識・理解・技能 10 67.9 71.2 71.1 

選択式問題 6 74.2 79.7 77.2 

短答式問題 9 66.8 70.0 70.0 

記述式問題 0    
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割
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全国平均
10.9問

【Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

国語への関心・意欲・態度 4 50.8 55.3 54.7 

話す・聞く能力 3 51.6 52.7 51.1 

書く能力 6 50.1 55.2 53.4 

読む能力 3 64.2 70.7 69.3 

言語についての知識・理解・技能 0    

選択式問題 6 58.5 62.8 59.9 

短答式問題 0    

記述式問題 4 50.8 55.3 54.7 
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福生市 東京都（公立） 全国（公立）

小学校国語 

正答数分布グラフ 

正答数分布グラフ 

全国平均 
5.5問 

○ 目的に応じて、図と表とを関係付けて読むことに成果が見られた。 

○ グラフをもとに、分かったことを的確に書くことに課題が見られた。 

57.0% 

53.3% 



 

 

 

 

 

◆Ｂ２二(１) 目的や意図に応じて、グラフや表を基に自分の考えを書くことに課題がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題が見られた漢字 

  Ａ１一１  今日は全国的に快晴だ。 【平均正答率】福生市 72.1% 東京都 82.9% 全国 79.3% 

  Ａ１一３  むだを省くようにする。 【平均正答率】福生市 71.1% 東京都 80.3% 全国 81.0% 

  Ａ１二１  先生にそうだんする。  【平均正答率】福生市 60.1% 東京都 66.3% 全国 64.2% 

 

  

平均正答率 

福生市 46.7% 

東京都 51.6% 

全 国 51.4% 

課題が見られた問題【小学校国語】 
 

誤答例 

 次の日に学校がない日

は、学校がある日に比べ

て、ねる時こくが２時間

以上おそくなる人が多い

ということです。 

同様な解答類型反応率 

10.8％（福生市） 

二 

高
野
さ
ん
は
、「
２ 

課
題
」
と
「
３ 

解
決
方
法
」
に
つ
い
て
書
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

 

Ｂ 
 

の
中
に
入
る
内

容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま

し
ょ
う
。 

 
 
<

条
件> 

 
 
 

○ 
<

図
２>

の
結
果
か
ら
考
え
て

書
く
こ
と
。 

 
 

 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け

て
、
四
十
字
以
上
、
六
十
字
以

内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な

お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
、
字

数
に
は
ふ
く
ま
な
い
。 

正答例 

次の日に学校がない日は、学校

がある日に比べて、ねる時こく

が２時間以上おそくなる人の

わり合が減っていないことで

す。（56字） 

無解答率 

10.5％ 

 

 調査結果を捉えることはで

きているが、活動前と活動

後の状況が比較できておら

ず、課題が何かを捉えてい

ない。 

与えられた図表やグラフについて、その特徴が十分に記述していない児童が多かっ

た。社会科や算数科などで学習した、図表やグラフの読み方を生かし、読み取ったことを的確

に表現することができるように指導していく。 

Point! 
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【Ａ問題（主として「知識」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

算数への関心・意欲・態度 0    

数学的な考え方 0    

数量や図形についての技能 5 79.8 83.5 82.5 

数量や図形についての知識・理解 11 73.1 77.6 75.4 

選択式問題 5 73.3 78.7 75.8 

短答式問題 11 76.1 79.8 78.5 

記述式問題 0    
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【Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

算数への関心・意欲・態度 0    

数学的な考え方 9 37.6 42.8 40.9 

数量や図形についての技能 2 50.9 58.8 53.3 

数量や図形についての知識・理解 2 67.0 72.6 69.5 

選択式問題 5 53.4 58.7 56.7 

短答式問題 3 64.3 70.3 66.4 

記述式問題 5 22.9 28.7 26.2 
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正答数分布グラフ 

正答数分布グラフ 

全国平均 
12.4 問 

全国平均 
6.1問 

小学校算数 

○ 直方体の面と面の位置関係の理解について成果が見られた。 

○ 式の意味を解釈したり、解釈したことを記述したりすることに課題が見られた。 

55.2% 

51.5% 



 

 

 

◆Ａ１（２）小数の除法の計算を正しく理解していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Ｂ３（２） 言葉や式を用いて理由を記述することに課題がある。 

 

 

 

 

 

 

  

課題が見られた問題【小学校算数】 
 

小数の除法の計算を指導する際には、除数及び被除数に同じ数をかけても、同

じ数で割っても商は変わらないという除法の性質をしっかり押さえて指導することが重

要である。 

   問題を解決した過程を説明する際には、根拠を明確にして過不足なく説明すること

ができているかを、問題場面に戻って考察することが大切である。 
 

正答及び平均正答率 
正答  ㋐21 ㋑３ ㋒３ 

福生市 57.8％  

東京都 66.0% 

全 国 68.5% 

無解答率 

0.3％ 

誤答例 

 ㋐21 ㋑３ ㋒0.3 

同様な解答類型反応率 

34.5％（福生市） 

26.3％（東京都） 
 

Point! 

Point! 

正答例 

厚紙の縦の長さは 39cmです。正方形

の１辺の長さが９cmだから、39÷９

=４あまり３で、正方形は縦に４個か

くことができます。正方形は、縦に４

個、横に６個かくことができるので、

４×６＝24で、24個かけます。 

平均正答率 
福生市 33.7％  

東京都 43.4% 

全 国 38.4% 

無解答率 

25.3％ 

誤答例 

 

同様な解答類型反応率 

23.2％（福生市） 

18.3％（東京都） 

たてに４個かくことができるか
ら。(※説明が不十分) 



 

  

【Ａ問題（主として「知識」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

国語への関心・意欲・態度 0    

話す・聞く能力 6 79.2 81.0 78.9 

書く能力 4 74.3 75.4 73.7 

読む能力 6 78.9 80.8 78.6 

言語についての知識・理解・技能 17 72.1 74.5 73.9 

選択式問題 23 73.2 75.5 73.5 

短答式問題 10 78.7 80.1 80.5 

記述式問題 0    
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【Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

国語への関心・意欲・態度 3 57.1 60.0 58.3 

話す・聞く能力 0    

書く能力 3 57.1 60.0 58.3 

読む能力 9 65.8 68.6 66.5 

言語についての知識・理解・技能 0    

選択式問題 5 70.1 72.8 70.6 

短答式問題 1 70.0 73.5 71.1 

記述式問題 3 57.1 60.0 58.3 
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正答数分布グラフ 

正答数分布グラフ 

全国平均 
25.0 問 

全国平均 
6.0問 

中学校国語 

○ 目的に応じて必要な情報を読み取ることに一定の成果が見られた。 
○ 「書く能力」、とりわけ根拠を明確にして書くことに継続して課題が見られた。 

50.0% 

59.5% 



 

７ 

交
流
会
の
と
き
に
和
太
鼓
を
演
奏
す
る
か
、
折
り
紙
を
折
る
か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
は
、

さ
ら
に
付
け
加
え
た
い
意
見
に
つ
い
て
隣
の
席
の
人
と
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

                     

二 

場
面
②
の
あ
と
、
西
さ
ん
は
、
学
級
全
体
へ
向
け
た
発
言
を
し
ま
す
。
発
言
の
内
容
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

  
 

１ 

一
緒
に
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
交
流
が
深
ま
る
の
で
、
和
太
鼓
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

２ 

演
奏
し
て
い
る
様
子
を
写
真
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
和
太
鼓
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

３ 

作
っ
た
も
の
を
記
念
と
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
折
り
紙
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

４ 

折
り
紙
を
教
え
る
こ
と
を
通
し
て
交
流
が
深
ま
る
の
で
、
折
り
紙
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

課題が見られた漢字 

  Ａ９一  次の１から３までの文中の    線部のカタカナを漢字に直し、楷書でていねいに書きな

さい。（１、３は省略） 

２  今までにないドクソウ的な考えだ。 

 【平均正答率】福生市 27.3% 東京都 31.7% 全国 26.1% 

課題が見られた慣用句 

  Ａ９三  次のアからオの文では、（  ）の中の１から４までのうち、どれが最も適切ですか。それぞ

れ一つ選びなさい。（ア～エは省略） 

オ 会長候補として、白羽の矢が（１ 立つ  ２ 刺さる  ３ 飛ぶ  ４ 向かう）。 

 【平均正答率】福生市 50.0% 東京都 58.6% 全国 54.0% 

 

 

 

◆Ａ７二 互いの発言を検討して自分の考えを広げることに課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題が見られた問題【中学校国語】 
 

 他の人の意見を聞いて、異なるものの見方や不足していた視点などに気付くよ

うに指導する。 

 

 

正答及び 
平均正答率 

 
正答 ３ 

 
福生市  59.6% 
東京都  65.6% 
全 国  62.0% 

 

誤答例 

 
同様な解答類型

反応率 

30.2% 

(東京都 27.1%) 

４ 

 
付け加えたい意見

を述べる場面であ

ることを理解して

いない。 

 Point! 



 

  

【Ａ問題（主として「知識」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

数学への関心・意欲・態度 0    

数学的な見方や考え方 0    

数学的な技能 19 63.1 68.4 66.9 

数量や図形などについての知識・理解 17 53.9 58.0 56.8 

選択式問題 13 55.1 59.2 57.8 

短答式問題 23 60.8 65.9 64.6 

記述式問題 0    
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【Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）】 

 
 

観点等 
設問数 

（問） 

平均正答率（％） 

福生市 東京都（公立） 全国（公立） 

数学への関心・意欲・態度 0    

数学的な見方や考え方 11 34.4 40.9 38.9 

数学的な技能 4 54.8 58.8 58.5 

数量や図形などについての知識・理解 0    

選択式問題 2 38.0 42.8 41.3 

短答式問題 6 54.5 58.7 57.8 

記述式問題 7 27.9 35.3 33.1 
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正答数分布グラフ 
全国平均 
22.4問 

全国平均 
6.6問 

中学校数学 

○ 記述式の証明問題は全国の平均正答率を超える成果が見られた。 
○ 一次関数の変化の割合の意味や作図方法の理解について課題が見られた。 

正答数分布グラフ 

44.4% 

40.1% 



 

 

 

◆Ａ10（２） 一次関数における「変化の割合」について知識の定着に課題がある。 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Ｂ４（１）証明に用いようとする根拠に課題がある。 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題が見られた問題【中学校数学】 
 

一次関数において、 

「『変化の割合』＝『 xの係数』」 

と機械的に覚えさせようとせず、 

xの増加量とそれに伴う y の増 

加量を調べ、一次関数の変化の 

割合は、結果的に xの係数と一 

致するということを理解させる。 

また、変化の割合が一定であ 

ることが、グラフが直線である 

ことを示す根拠になっているこ 

とも理解させる。 

 

 

合同を示す２つ

の三角形について、根拠と

して使えるものと使えない

ものを区別し、それを理解

させることが大切である。 

 

Point! 

 

 
無解答率 

31.5％ 

 

（問題概要）平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＡＢの中点をＭとし、辺ＤＡを延

長した直線と直線ＣＭとの交点をＥとするとき、ＡＥ＝ＢＣとなること

の証明を完成しなさい。 

 
 

平均正答率 
 

福生市 30.1% 

東京都 34.0% 

全 国 29.4% 

誤答内容例 

 

同様な解答類型反応率 

19.1％（福生市） 

14.7％（東京都） 

仮定とされていないもの（例と
してＥＭ＝ＣＭ）を根拠として
証明している。 

 無解答率 

22.8％ 

 

Point! 

正答及び平均正答率 
正答 ３ 
 
福生市 40.3% 

東京都 55.6% 

全 国 54.6% 
 

※関連する問題 Ｈ22 Ａ11（１） 福生市正答率 43.4％ 

（正答の条件） 

次の(a),(b),(c),(d)とそれぞれの根拠を記述し、証明しているもの。 

(a) AM=BM   (b)∠AME=∠BMC   (c)∠MAE=∠MBC   (d)△AME≡△BMC 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒質問紙調査結果 

 

    
 

   

 

 

 

 

20

25

30

35

小学校 中学校

33.8

22.9

29.9

26.9

30.7

27.4

先生から示される課題等に対

して、自ら考え、

30

35

40

45

50

55

小学校 中学校

51.9

33.4

52.1

40.8

53.2

43.5

自分の考えを発表する機会を

与えられていたと思うか。

20

30

40

50

小学校 中学校

45.0 

25.3

42.2

32.3

45.2

34.9

児童・生徒との間で話し合う

活動をよく行っていたと思う

25

35

45

55

65

小学校 中学校

56.8

38.5

55.4

38.7

56.9

47.6

授業のはじめに目標（めあ

て・ねらい）が示されて

0

10

20

30

40

50

小学校 中学校

43.7

12.9

37.3

17.3

39.9

23.3

授業の最後に学習内容を振り

返る活動をよく行っていたと
○ 中学校において、めあての

提示や振り返る活動につい

て、昨年度と同様の課題が見

られた。 

○ 自分の考えがうまく伝わる

よう、資料や文章、話の組み

立てなどを工夫して発表する

活動の充実が求められる。 

※数値は「当てはまる」と回答した児童・生徒の割合（％） 

■福生市  ■東京都  ■全国 前年度まで受けていた授業について 

授業のはじめに目標（めあて・ね

らい）が示されていたと思うか。 

授業の最後に学習内容を振り返る

活動をよく行っていたと思うか。 

児童・生徒の間で話し合う活動を

よく行っていたと思うか。 

 

    

  

 

 

 

0

5

10

15

20

25

小学校 中学校

21.2

15.6

15.4 11.2

16.0 

10.7

軸ラベル

１日あたりどれくらいの時

間、テレビやＤＶＤを見

0

10

20

30

40

小学校 中学校

16.6

38.9

10.7

32.6

10.4

30.1

軸ラベル

１日あたりどれくらいの時間

テレビゲーム等をしますか。

40

45

50

55

60

65

70

小学校 中学校

51.9 55.0 

64.9
68.8

62.5

67.9

軸ラベル

自分の考えを発表する機会を

与えられていたと思うか。

■福生市  ■東京都  ■全国 

※数値は「４時間以上」と回答した児
童・生徒の割合（％） 

※数値は「２時間以上」の項目に該当
する回答した児童・生徒の割合（％） 

※数値は「１時間以上」の項目に該当す

る回答した児童・生徒の割合（％） 

普段（平日）、１日あたりどれくら
いの時間、携帯電話等で通話やメ
ール、インターネットをするか。 

普段（平日）、１日あたりどれくら
いの時間、テレビやＤＶＤを見た
りするか。 

学校の授業時間以外に、普段（平
日）、１日あたりどれくらいの時間
勉強するか。 

○ テレビやＤＶＤの視聴時間や、スマートフォン等にかける時間が全国及び東京都に比べ高い。 

○ 中学校の家庭学習にかける時間について、全国及び東京都と引き続き大きな差が見られた。 

平成 28 年度調査における全国及び東京都との比較 

課題等に対して、自ら考え、自分か
ら取り組んでいたと思うか。 

家庭生活について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２０年からの回答状況の変化【児童・生徒質問紙】 

 

  
 

  

 

 

 

 

42.1 40.8

51.9 

22.4

28.0 33.4

20

25

30

35

40

45

50

55

平成20年 平成25年 平成28年

自分の考えを発表する機会が与えられていた

と思うか。

29.0 

38.7 45.0 

13.4
18.5

25.3

10

20

30

40

50

平成21年 平成25年 平成28年

学級の友達との間で話し合う活動をよく行っ

ていたと思うか。

※数値は「当てはまる」と回答した児童・生徒の割合（％） 

■小学校  ■中学校 前年度まで受けていた授業について 

 

  

    

  

 

 

 

21.9

16.4

26.6 

23.9

18.7 25.9

10

15

20

25

30

平成20年 平成25年 平成28年

国語の勉強は好きか。

18.4

16.8

29.2 

10.1

17.9

21.6

5

10

15

20

25

30

35

平成20年 平成25年 平成28年

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分

の考えを話したり、書いたりしているか。

38.1 39.4
47.1 

27.0 
22.4

27.0

15

20

25

30

35

40

45

50

平成20年 平成25年 平成28年

算数(数学)の勉強は好きか。

46.2

47.0 51.9 

28.5 29.8

28.0
25

30

35

40

45

50

55

平成20年 平成25年 平成28年

算数(数学)の授業で公式やきまりを習うと

き、その根拠を理解するようにしているか。

※数値は「当てはまる」と回答した児童・生徒の割合（％） 

■小学校  ■中学校 国語・算数(数学)の学習について 

○ 全国や東京都の結果と比べると低い数値だが、平成２０年（平成２１年）の本市の結果と比べると、

「当てはまる」と明確に回答している児童・生徒が増えており、授業改善が進んでいる様子が分かる。 

○ 今後も一層、自分の考えを表現し、自ら主体的に学んでいく授業を充実する必要がある。 

○ 国語科において、表現する活動の充実が図られてきている。 

○ 小学校算数及び中学校数学において、公式やきまりの根拠を理解しようする学習態度について、継続し

て課題が見られた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞平成 28年度全国学力・学習状況調査報告書（文部科学省） 

平成 28年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた指導の改善・充実に向けた説明会 説明資料（文部科学省） 

平成 27･28･29年度                編集・発行 福生市教育委員会教育部教育指導課 

東京都教育委員会                 所在地  東京都福生市本町５番地 

 学力ステップアップ推進地域指定事業        電 話  ０４２－５５１－１５３８ 

     

   

   

   

29.9
32.9

37.9 

17.8

31.7
27.8

15

20

25

30

35

40

平成20年 平成25年 平成28年

軸ラベル

自分にはよいところがあると思うか。

39.2 

46.3

53.7 

23.5 

36.4

43.4

20
25
30
35
40
45
50
55
60

平成20年 平成25年 平成28年

軸ラベル

家の人(兄弟姉妹を除く)と学校での出来事に

ついて話すか。

28.9 28.1

41.9 

47.1 

65.2 63.9

25
30
35
40
45
50
55
60
65
70

平成20年 平成25年 平成28年

軸ラベル

学校のきまり(規則)を守っているか。

19.8
22.8

29.9 

9.6
12.4

10.5

5

10

15

20

25

30

35

平成20年 平成25年 平成28年

軸ラベル

家で自分で計画を立てて勉強をしているか。

51.0 

50.5
51.9 

55.0 

60.2

55.0

48

50

52

54

56

58

60

62

平成20年 平成25年 平成28年

軸ラベル

学校の授業以外に普段(月～金曜日)、１日あ

たりどれくらいの時間、勉強するか。

48.2

58.7 58.5 

39.3 41.6

59.3

30

35

40

45

50

55

60

65

平成20年 平成25年 平成28年

軸ラベル

自分にはよいところがあると思いますか。

■小学校  ■中学校 自分自身のことや生活状況について 

※数値は「当てはまる」と回答した児童・生徒の割合（％） 

学校の授業時間以外に、普段(月～金曜日)、１日当たりど
れくらいの時間、勉強をするか。(塾や家庭教師等に教わ
っている時間を含む。) 

※数値は「している」と回答した児童・生徒の割合（％） 

※数値は「当てはまる」と回答した児童・生徒の割合（％） 

※数値は「１時間以上」の項目に該当する回答した児童・生徒の

割合（％） 

○ 平成２０年と比較すると、児童・生徒の自己肯定感が高まってきている結果が見られた。 

○ 計画的に勉強をすることについて、小学校では改善の傾向が見られるが、学校外での学習時間や学習方

法には継続した課題が見られた。 

○ スマートフォンゲームの流行により、家庭においてゲーム等にかける時間が増加してきている結果が見

られた。 

※数値は「している」と回答した児童・生徒の割合（％） 

普段(月～金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、テレビ
ゲーム(コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話
やスマートフォンを使ったゲームも含む)をするか。 

※数値は「１時間以上」の項目に該当する回答した児童・生徒の

割合（％） 

平成 27･28･29年度                 

東京都教育委員会                  

 学力ステップアップ推進地域指定事業 

 平成２８年１１月１１日発行 

編集・発行 福生市教育委員会教育部教育指導課 

所在地  東京都福生市本町５番地 

 電 話  ０４２－５５１－１５３８ 



             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「社会の出来事に関する関心」と平均正答率 

児童・生徒質問紙調査結果「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。」 

 

 

 

 

平成 28年 12月 
福生市教育委員会 

社会の出来事に関する関心が学力向上の鍵 

 

本市の児童・生徒は、以前に比べて家庭で学校のことをよく話すようにな

っているようです。また、地域や社会で起こっている問題や出来事に高い関

心をもつことと、平均正答率には互いに強い関係があることが下のグラフか

らわかります。ご家庭でも、新聞やテレビ、インターネット等で得られた社

会の出来事を意図的に話題にしてみましょう。 

～平成 28 年度全国学力･学習状況調査における福生市の結果から～ 

福生市の小中学校では学力向上のため様々な取組を行っております。子どもたちの学

びは、ご家庭でのちょっとした働きかけで大きく変わります。 

本リーフレットは、今年４月に小学校６年生と中学校３年生が実施した「全国学力・

学習状況調査」における福生市の調査結果から見えてきた課題のうち、ご家庭において

見直していただきたい生活習慣や、話題にできる調査問題について掲載しています。 

 

保護者向けリーフレット 

(％) 

59.7 

74.0 

57.4 

68.1 

49.9 

62.2 

47.9 48.5 

40

50

60

70

80

小学校６年生 中学校３年生

グラフタイトル
当てはまる

どちらかと言えば

当てはまる

どちらかと言えば

当てはまらない

当てはまらない

平成 28年度調査「国語Ｂ」回答別平均正答率 

福生市公式キャラクター 

たっけー☆☆ 

約 12Pの差 

(％) 

約 26Pの差 

33.8 

23.2 

24.7 

17.3 

35.3 

37.6 

35.5 

31.6 

21.0 

28.2 

27.3 

36.4 

10.0 

11.0 

12.5 

14.7 

H28

H27

H26

H25

平成２５年度調査からの経年比較グラフ（小６） 

■ 当てはまる       ■ どちらかと言えば、当てはまる 

■ どちらかと言えば、当てはまらない  ■ 当てはまらない 

(％) 

福生市では近年、学力の向上

に伴い、社会の出来事に関心

をもつ児童・生徒が増えてき

ています。 

【資料Ⅴ】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

このような問題でつまずいています。 

今年度の調査問題の中から、課題があった問題を紹介します。

お子様が本当に理解しているかどうか、ご家庭で話題にしてみて

ください。 

 課題があった問題 

 

小学校 算数 

【正答】ア 100  イ 120 

バスに乗っている人数は 60人です。乗っている人数は、定

員よりも定員の 20％分多いそうです。 

定員をもとにしたときの乗っている人数の割合を、百分率

を使った次の図に表します。 

 

 

 

 

 

 

図のアとイには、下の４つのいずれかが入ります。アとイ

に入る数をそれぞれ書きましょう。 

 

「アが 80、イが 100」と解答し

間違えた児童が多かった問題で

す。基準量と比較量の関係は日常

生活の中でもよく使われていま

す。何を基準としているのかを正

確に捉えることが、割合を正しく

理解する上で重要です。 

20  80  100  120 

習得学年 小５ 
福生市正答率 50.6％ 

小学校 国語 習得学年 小５・小６ 
福生市正答率 40.6％ 

 課題があった問題 

 
【報告文の一部】 

○「早ね早起き」活動のまとめ 

１ 成果 

 アンケート調査の結果、これまでの半年間の活動が成

果を上げていることがわかりました。 

 <図１>のように、活動を始める前の５月の時点では、

「次の日に学校がある日」に夜 10 時を過ぎても起きて

いる人の割合が全国平均を上回り、早ねができていると

はいえませんでした。それが半年間の活動後には、夜 10

時までにねる人の割合が            。 

 
高野さんは「１ 成果」について<図１>を用いて書こうとしています。      の中に入る内容

として最も適切なものを、次の１から４までの中から一つ選んでその番号を書きましょう。 

１ ５月の結果を下回り、30％程度になりました。 

２ ５月の結果より減り、40％以下になりました。 

３ ５月の結果より増え、60％をこえました。 

４ ５月の結果を上回り、10％程度になりました。 

【正答】３ 

 Ａ 

 Ａ 

 誤って１番を選択した児童が多かった問題です。割合に関する記述を
正確に読み取れずに解答したと思われます。長い文や複雑な文を読む練
習をし、資料等から正確に読み取る習慣を身に付けましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 全国的にも半数以上の中学３年生が「ア」と解答してしまった

問題です。何を問われているかよく考えるとともに、日頃からテ

レビや新聞に出てくる様々なグラフについて興味をもち、グラフ

から何が読み取れるのか考えることが大切です。 
【正答】ウ 

 課題があった問題 

 

中学校 数学 習得学年 中２ 
福生市正答率 28.5％ 

航平さんの家では、自動車の購入を検討しています。

購入を検討しているＡ車(電気自動車)とＢ車(ガソリ

ン車)にかかる費用について、次のようになることがわ

かりました。 

 Ａ車(電気自動車) Ｂ車(ガソリン車) 

車両価格 280万円 180万円 

１年間あたりの 
充電代・ガソリン代 

４万円 
(充電代) 

16万円 
(ガソリン代) 

 航平さんは、Ａ車とＢ車について、それぞれの車の

使用年数に応じた総費用を比べてみようと思いまし

た。そこで、１年間あたりの充電代やガソリン代は常

に一定であるとし、次の式で総費用を求めることにし

ました。 

 

 

 

 Ａ車とＢ車の総費用が等しくなる 

Ｂ車を購入して x年間使用するときの総費
用を y万円とします。この xと yの関係を、航
平さんは次のような一次関数のグラフに表し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このグラフの傾きは、Ｂ車についての何を表

していますか。次のアからエまでの中から正し

いものを１つ選びなさい。 

ア 総費用         イ 車両価格 

ウ １年間あたりのガソリン代  エ 使用年数 

習得学年 中１ 中２ 中学校 国語 
９ 

一 次の１から３までの文中の    線部のカタカナを漢字に直し、楷書でていねいに書きなさい。（１、

３は省略） 

 ２ 今までにないドクソウ的な考えだ。                  

 

三 次のアからオの文では、（  ）の中の１から４までのうち、どれが最も適切ですか。それぞれ一つ選

びなさい。（ア、イ、エは省略） 

 ウ 弟子を手塩に（１ まいて  ２ ひいて  ３ かけて  ４ にぎって）育てる。 

 

 オ 会長候補として、白羽の矢が（１ 立つ  ２ 刺さる  ３ 飛ぶ  ４ 向かう）。 

 

  

 

福生市正答率 27.3％ 

福生市正答率 57.5％ 

福生市正答率 50.0％ 

【正答】一２「独創」  三ウ「３」  三オ「１」 

 普段の生活で出会った慣用句や漢字について、その意味を辞書等で確

認し、どのような場面で使えるのか考え、意識して使えるようにしまし

ょう。 



平
成

2
9
年
１
月

1
1
日
 

教
育

指
導

課 
 
 
 
 
 

【平成 28 年度】 

福生市の 

全国平均 

達成率 

（％） 

小学校（第６学年） 中学校（第３学年） 

国語Ａ 

(知識) 

国語Ｂ 

(活用) 

算数Ａ 

(知識) 

算数Ｂ 

(活用) 

国語Ａ 

(知識) 

国語Ｂ 

(活用) 

数学Ａ 

(知識) 

数学Ｂ 

(活用) 

57.0 53.3 55.2 51.5 50.0 59.5 44.4 40.1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆「ふっさっ子スタンダード」の推進 

  平成 28年３月に、福生市の児童・生徒の学力を向上させるため、学校経営の在り方や授業改善の視点

等をまとめた「福生市立学校の学力向上策」を策定しました。本計画を推進するために各学校の代表教

員で組織した「学力向上推進委員会」を中心に、授業改善やカリキュラムづくり等を進めています。 

 

 

  福生市では平成 27、28年度にタブレット学習について、福生市教育委員会、慶應義塾大学、凸版印刷株

式会社の三者による産官学の協働研究を実施しました。本市では平成 28年３月に策定した「福生市立学校

ＩＣＴ推進計画」をもとに学校ＩＣＴ環境整備を進め、学力向上に資する取組の充実を図ってまいります。 

 

 

  平成 27年３月に、学校で身に付けるべき習慣である「学び方スタンダード」や、家庭で身に付ける

べき習慣である「家庭生活 10ヶ条」を示した「ふっさっ子スタンダード」を策定しました。小学校に

は下敷きとして、中学校にはクリアファイルとして市内全児童・生徒に配布しています。 

 

 

  入学時の学習状況を基に勉強方法を学んだり、友達づくりの活動をしたりと、中学校生活へ早く慣

れるための合宿型の学習教室を実施しています。 

＜参考資料＞平成 28年度全国学力・学習状況調査報告書（文部科学省） 

平成 27･28･29 年度                  編集・発行 福生市教育委員会教育部教育指導課 

東京都教育委員会                   所在地  東京都福生市本町５番地 

 学力ステップアップ推進地域指定事業          電 話  ０４２－５５１－１５３８ 

 
福生市教育委員会の学力向上に向けた主な取組 

 

 
◆学力ステップアップ推進地域指定事業の実施（再掲） 

  算数・数学及び理科の学力向上を目的として、教員免許保持者である「学習指導員」を活用した授

業を実施したり、教材及び教具を購入したりするなどして、各学校の独自の取組を行っています。 

 

◆ 

  全国、東京都、福生市が実施した学力調査について、正答率を見るだけではなく、どのような誤答

傾向があるか分析し、その改善に向けた授業計画を毎年全校で作成しています。 

 

◆ 

  東京都教育委員会が作成した小学校４年生までの算数の定着を図る問題集「東京ベーシック・ドリ

ル」を活用するなど、漢字や計算等の反復練習を朝の時間や放課後の時間に取り組んでいます。 

 各学校の学力向上に向けた主な取組 
 

◆「福生市立学校の学力向上策」の策定 

 

◆学校ＩＣＴ環境整備の推進 

◆「ふっさっ子スタンダード」の推進 

◆中学校スプリングスクールの実施 
 

◆学力ステップアップ推進地域指定事業の実施 

◆授業改善推進プランの作成 

◆朝学習・放課後学習の実施 

国語は６割の児童･生徒が全国平均を超えています。 
 

 

下の表の「福生市の全国平均達成率」とは、今年度の調査の各教科における全国の

平均正答数を基準にして、それを超えた福生市の児童・生徒の割合を示しています。

全国平均を超えて頑張っている子供たちも多数います。福生市の小中学校では、一人

でも多くの子が全国平均を超えられるよう、これからも授業改善を行っていきます。 

平成２８年１２月９日発行 
編集・発行 福生市教育委員会教育部教育指導課 

所在地  東京都福生市本町５番地 
 電 話  ０４２－５５１－１５３８ 



                                                  

３
 
本
調
査
に
お
け
る
課
題

 
１

 
調
査
の
概
要

 
 
（
１
）
調
査
日
時

 

 
 
 
 
平
成

2
8
年
７
月
７
日
（
木
）

 

  
（
２
）
調
査
の
対
象
学
年

 

 
福
生
市

 
東
京
都

 

小
学
校
第
５
学
年

 
3
7
0
名
 

（
７
校
）
 

8
7
,
5
9
8
名
 

(
1
,
2
8
9
校
)
 

中
学
校
第
２
学
年
 

3
6
2
名
 

（
３
校
）
 

7
3
,
2
8
1
名
 

（
6
2
6
校
）
 

 

（
３
）
調
査
の
内
容

 

 
 
【
小
学
校
】
 

国
語

 
算
数

 
理
科

 
社
会
 

 
 
【
中
学
校
】
 

 
 
 
国
語

 
数
学

 
理
科

 
社
会
 
英
語

 

 
 
※
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
「
学
習
指
導
要
領
の

内
容
」
及
び
「
読
み
解
く
力
に
つ
い
て
の
内

容
」
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

 

  
（
３
）
各
教
科
の
平
均
正
答
率

 

 
小
学
校
５
年
生
 

中
学
校
２
年
生
 

 
福
生
市

 
東
京
都
 

福
生
市
 

東
京
都
 

国
語
 

6
7
.
5
％
 

7
3
.
8
％
 

6
8
.
5
％
 

7
1
.
1
％
 

社
会
 

6
5
.
9
％
 

7
2
.
4
％
 

5
3
.
8
％
 

5
7
.
8
％
 

算
数
 

数
学
 

5
4
.
1
％
 

6
2
.
5
％
 

5
2
.
2
％
 

5
6
.
7
％
 

理
科
 

5
7
.
1
％
 

6
2
.
7
％
 

4
9
.
4
％
 

5
5
.
2
％
 

英
語
  

 
5
5
.
7
％
 

5
5
.
6
％
 

 

２
 
本
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果

 

  ◆
教
科
書
の
例
題
レ
ベ
ル
に
該
当
す
る
問
題
（
習
得
目
標
値
）
の
平
均
正
答
率
に
つ

い
て
、
中
学
校
英
語
以
外
の
教
科
に
お
い
て
、
東
京
都
の
平
均
を
下
回
っ
た
。
 

 

教
科
書
例
題
レ
ベ
ル
問
題
（
習
得
目
標
値
）
平
均
正
答
率
 

 
【
小
学
校
】
 

 
国
語
 

社
会
 

算
数
 

理
科
 

福
生
市
 

(
東
京
都
) 

6
9
.
0
％

 
(
8
0
.
0
％

) 
6
2
.
4
％
 

(
7
2
.
7
％
) 

6
0
.
6
％
 

(
6
9
.
8
％
) 

4
5
.
5
％
 

(
5
1
.
0
％
) 

差
 

△
1
1
.
0
Ｐ

 
△

1
0
.
3
Ｐ
 
△

9
.
2
Ｐ
 
△

5
.
5
Ｐ
 

 

【
中
学
校
】
 

 
国
語
 

社
会
 

数
学
 

理
科
 

英
語
 

福
生
市
 

(
東
京
都
) 

6
6
.
5
％

 
(
6
7
.
9
％

) 
5
0
.
0
％
 

(
5
3
.
5
％
) 

6
6
.
1
％
 

(
6
9
.
2
％
) 

5
9
.
0
％
 

(
6
3
.
5
％
) 

7
3
.
0
％
 

(
7
0
.
3
％
) 

差
 

△
1
.
4
Ｐ

 
△

3
.
5
Ｐ
 
△

3
.
1
Ｐ
 
△

4
.
5
Ｐ
 
＋

2
.
7
Ｐ
 

  

  ◆
東
京
都
の
正
答
数
分
布
に
基
づ
く
四
分
位
に
よ
る
Ａ
層

(上
位

2
5
％

)
及
び
Ｄ
層

（
下
位

2
5
％
）
に
属
す
る
生
徒
の
割
合
が
、
４
年
前
と
比
べ
改
善
の
傾
向
に
あ
る
。
 

 

Ａ
層
、
Ｄ
層
の
平
成

2
4
年
度
と
の
比
較
 

【
平
成
２
８
年
度
】
 

 
国
語
 

社
会
 

数
学
 

理
科
 

英
語
 

Ａ
層
 

2
6
.
0
％
 

1
7
.
7
％
 

1
4
.
6
％
 

1
5
.
2
％
 

3
0
.
1
％
 

Ｄ
層
 

2
6
.
2
％
 

2
9
.
6
％
 

2
6
.
0
％
 

9
.
2
％
 

2
2
.
7
％
 

   【
平
成
２
４
年
度
】
 

 
国
語
 

社
会
 

数
学
 

理
科
 

英
語
 

Ａ
層
 

1
4
.
0
％
 

1
4
.
5
％
 

1
0
.
2
％
 

1
2
.
9
％
 

1
4
.
2
％
 

Ｄ
層
 

3
1
.
1
％
 

3
5
.
5
％
 

3
7
.
5
％
 

3
2
.
5
％
 

3
4
.
7
％
 

    

平
成

2
9
年
１
月

1
1
日
 

教
育

指
導

課
 

４
 
本
調
査
結
果
を
踏
ま
え
次
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
向
け
た
方
向
性

 

中
学
校
の
上
位
層
・
下
位
層
が
改
善
傾
向
 

 

特
に
小
学
校
に
お
け
る
基
礎
基
本
の
定
着
に
つ

い
て
、
東
京
都
と
の
差
が
大
き
い
。

 

教
科
書
例
題
レ
ベ
ル
の
問
題
が
未
定
着

 
 

下
位
層
が
減
少
し
、
上
位
層
が
増
え
て
き
て
い

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

 

小
学
校

 
中
学
校

 

「
福
生
市
立
学
校
の
学
力
向
上
策
」
に
基
づ
き
、
自
校
の
課
題
を
明
確
化

 

■
 
教
科
書
例
題
レ
ベ
ル
の
基
礎
的
内
容
の
定
着
を
徹
底

す
る
た
め
、
東
京
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ド
リ
ル
等
の
ド
リ
ル
学

習
を
計
画
的
に
行
う
。

 

■
 
学
習
指
導
員
や
指
導
補
助
員
等
を
活
用
し
、
放
課
後
学

習
教
室
を
開
催
す
る
。

 

■
 
１
単
元
に
必
ず
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た
時
間
を
設

定
す
る
。
そ
の
た
め
に
「
週
毎
の
指
導
計
画
」
に
、
そ
の

時
間
を
明
記
す
る
。

 

■
 
中
１
ま
で
の
基
礎
的
内
容
の
定
着
を
図
る
た
め
、
既
習

事
項
の
確
認
を
意
図
的
に
行
う
。
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平
成

28
年
度

 
東
京
都
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
」
正
答
数
分
布

 

 
 

小
学
校
国
語
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
学
校
社
会

 

 

小
学
校
算
数
 

 

小
学
校
理
科
 

 

中
学
校
国
語

（
（
１
）

 

 

中
学
校
社
会
 

 

中
学
校
数
学
 

 

中
学
校
理
科

 

 

中
学
校
英
語
 

 

 
・
・
・
東
京
都
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・
・
・
福
生
市
 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
7

3
.8
％

 
 
福
生
市

 
 6

7
.5
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
児
童
の
割
合

 
東
京
都

 
1

.5
％

 
 
 
福
生
市

 
2

.2
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
7

2
.4
％

 
 
福
生
市

 
6

5
.9
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
児
童
の
割
合

 
東
京
都

 
1

.9
％

 
 
 
福
生
市

 
2

.7
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
6

2
.5
％

 
 
福
生
市

 
5

4
.1
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
児
童
の
割
合

 
東
京
都

 
1

2
.0
％

 
 
 
福
生
市

 
2

1
.7
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
6

2
.7
％

 
 
福
生
市

 
5

7
.1
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
児
童
の
割
合

 
東
京
都

 
1

.5
％

 
 
 
福
生
市

 
1

.9
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
7

1
.1
％

 
 
福
生
市

 
6

8
.5
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
生
徒
の
割
合

 
東
京
都

 
3

.9
％

 
 
 
福
生
市

 
5

.5
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
5

7
.8
％

 
 
福
生
市

 
5

3
.8
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
生
徒
の
割
合

 
東
京
都

 
4

.6
％

 
 
 
福
生
市

 
4

.2
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
5

6
.7
％

 
 
福
生
市

 
5

2
.2
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
生
徒
の
割
合

 
東
京
都

 
2

1
.8
％

 
 
福
生
市

 
2

6
.0
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
5

5
.2
％

 
 
福
生
市

 
4

9
.4
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
生
徒
の
割
合

 
東
京
都

 
7

.6
％

 
 
 
福
生
市

 
1

0
.5
％

 

 

◎
平
均
正
答
率

 
 

 
 

 
 
東
京
都

 
5

5
.6
％

 
 
福
生
市

 
5

5
.7
％

 
◆
習
得
目
標
値
未
満
の
生
徒
の
割
合

 
東
京
都

 
4

.4
％

 
 
 
福
生
市

 
4

.1
％

 

 

習
得
目
標
値
 

６
問
 

習
得
目
標
値
 

７
問
 

習
得
目
標
値
 

1
1
問
 

◆
 

◆
 

◆
 

◆
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2
9
年
１
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1
1
日
 

教
育
部
教
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導
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到
達
目
標
値
 

1
7
問
 

到
達
目
標
値
 

1
8
問
 

到
達
目
標
値
 

2
6
問
 

到
達
目
標
値
 

1
9
問
 

到
達
目
標
値
 

1
9
問
 

到
達
目
標
値
 

2
4
問
 

到
達
目
標
値
 

2
4
問
 

到
達
目
標
値
 

2
0
問
 

到
達
目
標
値
 

2
0
問
 

◆
 

◆
習
得
目
標
値

 
→

 
教
科
書
の
例
題
レ
ベ
ル
の
問
題
数
 

★
到
達
目
標
値

 
→

 
教
科
書
の
練
習
問
題
レ
ベ
ル
の
問
題
数
 

習
得
目
標
値
 

６
問
 

習
得
目
標
値
 

９
問
 

◆
 習
得
目
標
値
 

７
問
 

◆
 

習
得
目
標
値
 

1
2
問
 

◆
 習
得
目
標
値
 

８
問
 

◆
 

習
得
目
標
値
 

６
問
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平
成

28
年
度
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
」
福
生
市
に
お
け
る
課
題
が
見
ら
れ
た
問
題

 

 

 

  

小
学
校

 
中
学
校

 

【
国
語
】

 

３
 
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
に
あ
た
る
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 

(
1
)
 
運
動
会
の
つ
な
引
き
で
勝
つ
た
め
に
、
作
戦
を
ネ
る
。
 

【
正
 
答
】
練
る
 

【
正
答
率
】
福
生
市
 
３
１
．
７
％
 

 
 
 
 
（
東
京
都
 
６
１
．
８
％
）
 

【
社
会
】
 

３
 

(
1
)
 
あ
な
た
の
通
っ
て
い
る

小
学
校
が
あ
る
区
市
町
村
の
位
置
と

し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次

の
地
図
の

1
か
ら

6
2
ま
で
の
中
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 

【
正
 
答
】
４
８
 

【
正
答
率
】
福
生
市
 
２
７
．
８
％
 

 
 
 
 
（
東
京
都
 
５
７
．
３
％
）
 

【
算
数
】
 

１
 
次
の
計
算
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

(
3
)
 
２
１
．
６

÷
２
７
 

【
正
 
答
】
０
．
８

 
 
 
 
 

【
正
答
率
】
福
生
市

 
５
２
．
６
％
（
東
京
都
 
６
７
．
１
％
）
 

【
理
科
】
 

６
 
(
1
)
 
［
気
温
の
は
か
り
方
］
の

Ａ
Ａ
Ａ
と
Ｂ
Ｂ
Ｂ
に
入
る
言
葉
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、

次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
中
か
ら
１
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 

【
正
 
答
】
エ
 

【
正
答
率
】
福
生
市
 
２
８
．
８
％
 

 
 
 
 
（
東
京
都

 
４
０
．
５
％
）
 

【
国
語
】
 

２
 
あ
あ
あ
を
付
け
た
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

 
(
2
)
 
町
の
は
ず
れ
に
、
古
い
西
洋
風
の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
。

 

 

【
正
 
答
】
か
お
く
 

【
正
答
率
】
福
生
市
 
２
５
．
７
％
 

 
 
 
 
（
東
京
都
 
３
０
．
７
％
）
 

【
社
会
】
 

３
 
(
1
)
 
地
図
中
の
①
～
④
の
国
名
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

１
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 

 
ア
 
ド
イ
ツ
 
 
 
イ
 
イ
ギ
リ
ス
 

 
ウ
 
フ
ラ
ン
ス
 
 
エ
 
イ
タ
リ
ア
 

【
正
 
答
】
①
ア
 
②
エ
 
③
ウ
 
④
イ
 

【
正
答
率
】
福
生
市

 
３
１
．
６
％
 

 
 
 
 
（
東
京
都

 
４
２
．
６
％
）
 

【
数
学
】
 

１
 

(
2
)
 
あ
る
カ
フ
ェ
オ
レ
が
入
っ
て
い
る
容
器
の
側
面
に

は
、
次
の
よ
う
な
栄
養
成
分
表
示
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
カ
フ
ェ
オ
レ

1
8
0
ｍ
Ｌ
に
含
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

何
k
c
a
l
か
答
え
な
さ
い
。
 

 【
正
 
答
】
７
２
 
 
 
 
 

【
正
答
率
】
福
生
市
 
４
５
．
９
％
（
東
京
都
 
５
４
．
５
％
）
 

【
英
語
】
 

９
 
図
の
メ
モ
を
踏
ま
え
た
ス
ピ
ー
チ
原
稿
に
な
る
よ
う

に
、
 
あ
①
 
 
に
当
て
は
ま
る
英
文
を
書
き
な
さ
い
。
 

【
正

 
答
】

S
h
e
 
ha
s
  

a
 
s
i
s
t
e
r
. 

 
 

【
正
答
率
】
福
生
市

 
2
2
.
9％

 

（
東
京
都
 3
0
.
4
％
）
 

姉
が
一
人

 
い
る

 

町
で
有
名

 
猫
が
好
き

 

か
わ
い
い

 

あ
お
ぞ
ら
公

園
で
会
え
る

 
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
リ
サ

 

図
 

福
生
市
無
解
答
率
 

 
2
4
.
0
％

 

【
理
科
】
 

２
 
(
2
)
 
次
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
の
結
果
、
ツ
ユ

ク
サ
を
さ
し
た
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
に
残
っ
た
水
の
量
が
最

も
多
い
も
の
と
、
２
番
目
に
多
い
も
の
を
、
Ａ
～
Ｄ
の
中
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 

【
正
 
答
】
１
番
目
Ｃ
、
２
番
目
Ｂ
（
完
答
）
 
 

【
正
答
率
】
福
生
市

 
2
1
.
9％
（
東
京
都

 
3
9
.
1％
）
 

福
生
市
無
解
答
率

 
2
7
.
1
％
 

資
料
２

 

 
・
・
・
東
京
都
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・
・
・
福
生
市
 

◆
習
得
目
標
値

 
→

 
教
科
書
の
例
題
レ
ベ
ル
の
問
題
数
 

★
到
達
目
標
値

 
→

 
教
科
書
の
練
習
問
題
レ
ベ
ル
の
問
題
数
 



 

  
 

※敬称略 

 役 職 氏  名 所属等 

１ 委員長 井尻 郁夫 福生第一中学校長 

２ 副委員長 安藤 臣一 福生第二小学校長 

３ 委 員 工藤 大典 福生第一小学校主任教諭 

４ 委 員 西村 学徳 福生第二小学校主幹教諭 

５ 委 員 田邨 佳宏 福生第三小学校主任教諭 

６ 委 員 角町 理恵 福生第四小学校教諭 

７ 委 員 拝原 奈穂実 福生第五小学校主幹教諭 

８ 委 員 小島 章宏 福生第六小学校主任教諭 

９ 委 員 中倉 駿 福生第七小学校教諭 

10 委 員 羽鳥 雄也 福生第一中学校教諭 

11 委 員 古川 裕平 福生第二中学校主任教諭 

12 委 員 岡部 輝久 福生第三中学校主任教諭 

   
  なお、福生市教育委員会事務局では、次の者が本書の作成に当たった。 

      福生市教育委員会教育部参事兼教育指導課長事務取扱   石田  周 

      福生市教育委員会教育部教育指導課統括指導主事     林  宣之 

      福生市教育委員会教育部教育指導課統括指導主事     千葉かおり 

      福生市教育委員会教育部教育指導課指導主事       森保  亮 

      福生市教育委員会教育部教育指導課指導主事       鈴木  輝 

      福生市教育委員会教育部教育指導課指導係長       大畠 秀貴 

      福生市教育委員会教育部教育指導課指導係        山口 真代 
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